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2)角田 隆 (大正10) 臨`床上に必要なる化学的病理畢'
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二 ｡スプLー,ツダーで糊付けを行 う｡ 叉生血液をそのま用 用する場合, げ ル離 Eで政党づ爽雑物を
13)
取除いた上 血液 100に封し石衷 10-121を混 じ棒で接拝しクリトム状になってから使用する｡塗布
畳は前者即ち粉末の場合血粉 1kg富り1100年万札 加熱yj:136-140oC,･加堕は 17-18kg/cm2,
加歴時間は 1･5mm 箪板 3枚合や20分内外,これで接着力は -1台～20kg/cm 2即ちカゼイン糊の8割
1)北海ベニヤ在勤｡談｡ ,ノ

























･ 諦3表 硬化剤 (ダイスコース化せる木扮)VjみUj接着力と
.血液に混入せZ'ときe)接着力
～(読) 硬化剤 とはダイスコース化 した木粉 (帥ち木粉 10g,'17.5% NaOH45C?,CS24ccの配合),のこと｡
. 表rPNaOH,Ca(OH)e及び水の配合畳はいづれ も血液声Occに封するものo
I/
c. ･酎 ヒ剤 (ヴイスコ｢ス化せる木粉)の製造候件と可使時間,接着力との蘭係
(イ) 木粉を苛性ソーダ溶液中に放置する日数 ,











未 練 献 尭 藤h4淡 く昭25)








可 使 時 間 一(分)
2 i 3 ｢平 均
接 着 力 (kg/25×25mm)
･ 巨 2 1 3 f車 均
35. 35I 95 ･109 79 102 ■93■
■80､ 35 70 85I. -119J 88' 97
25 pーQ ＼105 - .72 80 1b5 ｢.98- 94
･60 135 92 64- 101■ ･121 . 98
NaOH 溶液の濃度を各 10,15,･18% にとった場合,東化剤としては′NaOH 溶液濃度o')高いもの









意して作ら転糊は,褒化剤 及び Ca(OH)2の添加量の.多い程 可使時間は短かく-,接着力は大である
I(第6表)0



















紐 皮 (oC) 1 22 [ 23 ● I '25 1 28
第8表 血液濃度と可使時間,接着力との臨係
(室温 25oC)
血 液漉 皮 (ボーメ0)
可 使 時 間 (分)
接着力(kg/25×25mm)




























(3) .倍,製糊の際,硬化剤を添加して暗褐色になれば滑石衣をせ くして出来るだけ早 く使用するか,
常初少量のテス トを行って上の傾向を見るならば他の新鮮な血液を混合してこれを免れることがへ.↓･
出乗る｡ ､
●＼_
本稿を終るに富 り御指導を賜った梶田教授,舘教授に深甚の謝表を琴すると革 k,毎験に御協力下
さった島岡,井藤両氏に心からその券を廟 したい｡(昭 23-9-1)
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IR6sum6
-
Thebloodofdomestic'animalshasbeenusedasadhesivesforplywood.bylmeansof
'hot-pressusingonlythealbuminextractorthe,blooditself.Thisstudysu'cceedecltogain
Ithebetteradhesiveforcoらl-pressreplacinghot･press,which 主susablelongerandhas
str(～ngeradhesivestrengthbyaddingviscosifiedwood-powderandslakedlimetothe`blood.
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